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C.J.L. ベーツと賀川豊彦の関係についての一考察
趙　　　永　哲
はじめに
　カナダ・メソヂスト 1 教会の宣教師であり、関西学院の第４代院長であった
C.J.L. ベーツ 2 (1877 － 1963) は関西学院に大きな貢献をした人物である。そのベーツ
と 40 年以上 3 の長い付き合いがあり、日本キリスト教史に大きな影響を与えた人物
がいる。その人物とはまさに日本キリスト教の代表的な社会運動家であり、伝道者と
してよく知られている賀川豊彦 (1888 － 1960) である。その当時、賀川の影響力は日
本社会のみならず、アジア、更に世界的にも及んでいた 4。
　この二人、即ちベーツと賀川との関係が正確にいつから始まり、いつまで続いたの
かについて、はっきりと示している文献はない。しかし、賀川にとってベーツは自身
の社会奉仕活動の良き支援者であり、理解者でもあった。また、ベーツは後の賀川の
人生に大きな影響を与えた書物である『ジョン・ウェスレーの信仰日誌』を手渡して
くれた人である 5。さらに、ベーツにとって賀川は、自分が関西学院に赴任して間も
ない時から、あるいは第 4 代院長として務めていた 1920 年から辞任する 1940 年まで、
1  英語の Methodist に対する日本語の表記は、メソヂストとメソジストの二つがある。一般的にメソヂ
ストは初期あるいは戦前の表記であり、戦後はメソジストとして表記している。ここでは戦前の表記
として用いる。
2  ベーツ (Bates, Cornelius John Lighthall, 1877.5.26-1963.12.23) は 1910 年カナダ・メソヂスト教会が関西
学院の共同経営に参与すると同時に関西学院に赴任し、1920 年関西学院の第 4 代院長に就任してか
ら太平洋戦争直前の 1940 年に辞任するまで院長、学長として努めた。特に、彼は高等学部長の時、「私
たちがマスターになろうとする目的は自分個人を富ますことでなく、社会に奉仕することにあります」
という関西学院のスクールモットー「Mastery for Service」を提唱した人物である。ベーツについては、
関西学院創立 125 周年記念事業推進委員会年史実行委員会 ( 編 )『関西学院事典』( 増補改訂版 ) 学校
法人関西学院、2014 年、418-419 頁参照。
3  1959 年 6 月頃、ノルウェーのオスローにあるノーベル平和賞委員会に送るため賀川のノーベル平和賞
の推薦文（手紙）を関西学院大学の名誉院長 (President Emeritus) の名前で書いたベーツは、その中で
賀川と自分とは 40 年以上の親密な関係を維持してきたと証言している。
4  賀川は 1939 年アメリカで発行された『三つのトランペットが鳴る』という本の中で、ガンディーと
シュバイツァーと共に当時の世界に影響を与えた三大人物の中で一人として紹介されている。Allan A. 
Hunter, Three Trumpets Sound : Kagawa-Gandhi-Schweitzer, New York, Association Press, 1939.　また、そ
の後賀川はノーベル賞の候補者 ( ノーベル平和賞 3 年連続、ノーベル文学賞 2 回 ) として推薦された
こともある。
5  これについては、趙永哲「J. ウェスレーと賀川豊彦による社会宣教 ―『ジョン・ウェスレーの信仰日
誌』を手がかりに」、『宣教学ジャーナル』、Vol.10、2016 年、56-61 頁参照。
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関西学院と深い関係を持っただけでなく、その後も様々な形で関わった人物である。
それにもかかわらず、これまでベーツと賀川の関係性についてはあまり研究されてい
ない。
　この研究論文は、ベーツと賀川の二人の関係について探っていくことが主な目的で
ある。差し当たっては、二人の関係が始まったきっかけの可能性について考察する。
次に、ベーツが院長として務めていた関西学院と賀川との様々な繋がり、例えば、賀
川の関西学院の図書館通いを始めとして関西学院での講演会、神学部関係の賀川の働
きに対する支援活動、青山学院と関西学院の共同編集『神学評論』における賀川の投
稿などを通してベーツと賀川の関係について考察する。そして最後に、賀川の死後、
ベーツが賀川について『毎日英字新聞』に書いた内容を通して、二人の関係を明らか
にしたい。
１．ベーツと賀川の関係の始まりについて
　そもそもベーツと賀川の関係が始まったのは、具体的に何時頃からであろうか？二
人の関係が何時から始まったのかについては、はっきりと分からないが、ここでは二
人の関係が始まったきっかけについていくつか可能性を探って見ることにする。
　二人の最初の接点の可能性について述べる前に、まず、二人の略歴について簡単に
述べて見よう。ベーツは 1877 年 5 月 26 日カナダ・オンタリオ州に生まれ、1894 年
から 3 年間マギル大学で学び、1901 年クィーンズ大学にて MA を取得した。その翌
年の 1902 年に東洋伝道への献身をし、カナダ・メソヂスト教会の宣教師として派遣
され、来日した。最初は、主に東京と甲府の教会における宣教活動に従事していたが、
1910 年、カナダ・メソヂスト教会が関西学院の共同経営に参加することになり、関
西学院に赴任した。1912 年に新設された高等学部の学部長を務めた。そして 1917 年
に関西学院を辞職するが、1920 年には関西学院の第 4 代院長に選出され、1940 年に
辞任するまで院長を、1932 年に大学が開設されると、初代学長を兼任した 6。
　一方、賀川は 1888 年 7 月 10 日、賀川純一と徳島の芸者菅生かめの次男として神戸
市で生まれた。徳島中学校在学中に徳島教会で C.A. ローガンから英語を学び、1904
年に H.W. マイアースから受洗し、その翌年の 1905 年に明治学院高等部神学予科に
進み、1907 年に卒業した。その後、新設の神戸神学校 7 に入学し、1911 年に卒業した。
6  注 2 を参照。
7  現在の神戸改革派神学校。この神学校は元々明治学院大学の神学部の経営に参加していたアメリカ長
老教会（南長老教会）ミッションが同校の自由主義的な組織神学の教科書の採用に反対し、それをきっ
かけに独自の立場によって設立し、経営に至ることになる。
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賀川は神戸神学校在学中から神戸の貧民窟に住み、伝道を通して貧民救済に尽くした。
1914 年にはアメリカのプリンストン大学、プリンストン神学校に入学し、1917 年に
帰国した。帰国後、友愛会関西労働同盟会を結成して理事長となり、その後も労働組
合運動を指導していくことになる。特に、1920 年刊行の『死線を越えて』はベスト
セラーとなり、その後は「一人は万人のために、万人は一人のために」という標語を
作り、生涯日本社会だけでなく、世界における人権、平和、共生、伝道のために献身
した人物である 8。
　それでは、この二人、即ちベーツと賀川の最初の関係が始まったのは何時頃からで
あろうか？後に賀川のノーベル平和賞の推薦文を書いたベーツによれば、賀川と自分
とは親密な関係を結んで来たのが 40 年以上であると語っている。執筆が 1959 年頃の
ものであることから、少なくとも 1919 年から 1959 年の間を 40 年と考えることが出
来よう。ここで、「40 年以上親密な関係を結んで来た」ということに基づき、最初の
接点を推測して見ると、ベーツが関西学院を離れた 1917 年から第 4 代目の院長に選
出され戻って来た 1920 年を除けば、少なくとも 1910 年から 1916 年の間である可能
性が高い。次に、詳細は後述するが、ベーツは賀川が 20 代前半の頃、関西学院の講
堂において講演会を行ったことを、彼の死後、『毎日英字新聞』に明らかにしている 9。
それによれば、少なくともベーツは賀川が 20 代の前半で、ベーツが関西学院に赴任
した 1910 年以後のある時点で、最初の接点をもったのではなかろうか？更に、賀川
によれば、関西学院神学部が自分の貧民窟に応援し始めたのが、1912 年頃 10 である
ことを明らかにしている。もしそうであれば、賀川は 1910 年頃に、既に関西学院に
赴任していたベーツと出会った可能性があるだろう。以上の内容をまとめると、ベー
ツと賀川、二人の最初の接点は 1910 年から 1913 年の間 11 ではなかろうか。それを
具体的に証明するためには、賀川とベーツが務めていた関西学院との繋がりについて
調べてみる必要があるであろう。
２．関西学院と賀川の繋がりについて
　ベーツと賀川との関係について調べる中で、ベーツが務めていた関西学院と賀川と
 8   賀川については『関西学院事典』、48 頁参照。
 9   C.J.L.Bates,The Most Challenging Personality I have known, The Mainichi Daily News, Tuesday, January 3, 
1961.
10  徳憲義著『生命の歩み』、東京：新生堂、1926（大正 15 年）、1 頁。この本の序は賀川が 1925 年に書
いたものであり、ここで賀川は毎年関西学院神学部から応援者を迎えるのは、自分が貧民窟に入っ
てから 3 年目（1912 年）の 4 月であったと語っている。
11  ここで賀川の 20 代前半という意味を 1913 年までにする根拠は、彼が 1914 年から 1917 年まで 3 年
間アメリカのプリンストン大学に留学するからである。
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の繋がりについて、いくつかのテーマを中心に考えてみることにする。
１）関西学院図書館
　賀川は 1909 年 9 月に神戸に帰り、神戸神学校の寄宿舎に入った。その後、神戸の
新川で路傍伝道を始めるが、蓄膿症が悪化してきたため、10 月には兵庫県立病院に
入院して手術を受けた。その後、一時危篤状態に陥ったが、奇跡的に回復したものの、
続いて今度は 17 歳の時から兆候が現れていた結核性の痔瘻の手術のために京都大学
病院で手術を受ける。その後、病気が回復すると、時を惜しんで読書に励むようになっ
た。賀川を直接知り、共に活動をしていた一人である横山春一は、賀川の読書習慣に
ついて次のように証言している。
　「病気がなおると、賀川は相変わらず、時を惜しんで読書した。ロッチェの『形而上学』
『プルターク伝』、福田徳三の『日本経済史論』、テーンの『英国文学史』、ランケの『法
王史』、マルクスの『資本論』、クロパトキンの『パンの略取』、『論語』、『禪學法語』、『菜
根譚』、『二宮尊徳』なども読破した。読むものがなくなると、関西学院の図書館まで
借りに行った。」12
　恐らく、賀川と関西学院の最初の関わりは、この時の図書館通いであると思われる。
勿論、彼が関西学院の図書館に通うことが出来たのは、キャンパスが「原田の森」にあっ
たため、賀川の寄宿舎から徒歩でも通える距離であったからと言えよう。更に、横山
によれば、賀川が貧民窟（スラム街）である新川に入ってからも関西学院の図書館に
よく通っていたことを明らかにしている。
　「貧民窟における読書慾は、明治学院時代に劣らぬものであった。……金がなく
なって新刊書が買へなくなると、三十分ほどづつ本屋を立ち讀みして廻った。神戸図
書館、神戸高等商業学校や関西学院の図書館にはよく通った。」13
　このように賀川と関西学院との最初の繋がりは、賀川が神戸に戻り、時を惜しみな
がら、少しでも多くの本を読むために図書館を通っていたことにあると言えよう。そ
の後、賀川は 1911 年 6 月に神戸神学校を卒業し、1913 年 4 月から神戸女子神学校で
教会史を教えることになるが、依然として図書館に通い続けた。
　「賀川は勉強してゐる時もあるし、圖書館に行って不在のこともあった。賀川の机
の上には、書きかけの『基督傳論争史』が紙ばさみに入ってゐた。賀川は家にゐる時
には喜んで迎へた。」14
12  横山春一『賀川豊彦傳』、警醒社、1959 年、48 頁。
13  同上、69 頁。
14  同上、83 － 84 頁。
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　賀川が頻繁に図書館通いをするようになったのは、彼の研究的な著作『基督傳論争
史』15 などの著書を書き上げるためでもあり、神戸女子神学校での講義や様々なとこ
ろでの講演会などの準備のためでもあったと考えられる。いずれにしても、関西学院
と賀川との最初の接点は図書館であり、それが次第に関西学院、そしてベーツとの関
わりを持つパイプの役割をしていくことになる。
２）講演会
　賀川は図書館のためだけに関西学院へ通ったわけではない。時には、関西学院から
講師として呼ばれ、講演会を行ったこともある。ここでは関西学院での、講演会につ
いて取り上げる。ベーツは、賀川が 20 代前半の頃、関西学院で講演会を行ったこと
を 1961 年 1 月 3 日に掲載された『毎日英字新聞』に次のように記している。
　「20 代前半の頃、神の国運動が始まった時、彼（賀川）は私たちの大学の講堂で
講演を行い、自分の計画、即ち『キリストのための 100 万の魂』（a million souls for 
Christ）の成功のため要点を述べた。彼はナザレにおけるイエスの説教の記事として
預言者イザヤの巻物を読み始めた。『主の霊がわたしの上におられる。貧しい人に福
音を告げ知らせるために、／主がわたしに油を注がれたからである。主がわたしを遣
わされたのは、／捕らわれている人に解放を、／目の見えない人に視力の回復を告げ、
／圧迫されている人を自由にし、主の恵みの年を告げるためである。』16 深い謙虚さを
持ち、しかし、完全な献身の姿勢をもって彼は自分の仕事の目的と計画を語った。彼
は貧しい者と共に生き、働いた。」17
　また、ベーツは賀川が関西学院神学部を訪れ、講演会を行った時のことについて、
次のように述べている。
　「30 年以上前、彼は神戸にある私たちの神学校で講演を行った。彼はカール・マル
クスの『資本主義』を幅広く読み、私たちに向かって、『この共産主義者運動はキリ
スト教がこれまで遭遇して来た障害物（obstacle）の中で最大のものとなるだろう。』
と述べた。それが如何に正しく証明されて来たことか！その問いに対する賀川の判断
は、特別な重みと影響を含んでいた。それは、彼の貧しい者、恵まれない者、そして
労働者階級に対する理解のためである。彼は自分のことをキリスト社会主義者と呼び、
すべての社会的、経済的な問題を解決するためキリストの精神と教え、即ち救済的な
愛と犠牲的な奉仕の精神に適用出来ると信じていた。｣ 18
15  賀川豊彦『基督傳論争史』、福音舎書店、1913（大正 2）年。
16  これは新約聖書ルカ福音書 4：18 － 19 の内容であり、旧約聖書イザヤ書 61：1 以下の引用である。
17  The Mainichi Daily News, January 3, 1961.
18  Ibid.
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　つまり、賀川が自ら「キリスト社会主義者」と呼び、全ての社会的、経済的な問題
を共産主義的あるいは社会主義的な方法ではなく、キリスト教的思想を基礎に解決す
る姿勢を指摘している。
　更に、賀川は 1932 年 11 月 17 日から 19 日の 3 日間、関西学院宗教部主催の秋季宗
教運動の講師として招かれ、一日目は「自然科学と宗教」、二日目は「社会科学と宗教」、
三日目は「精神科学と宗教」という演題の下で大いに熱弁を振るった。また、同宗教
部員を中心として志望者十数名を集め、開生寮で共に合宿生活を送り、互いに語り合
い親睦を深めた。講演の他に、17、18 日両日に亘り宗教会館にて「キリストに就て
の瞑想」「神の國に就ての瞑想」などの題目で座談会を開催し、盛況だった模様であ
る 19。
　それから、賀川は 1938 年 1 月 11 日、関西学院神学部の講堂で、神学部主催の農村
問題講演会講師として 2 日間にわたり「農村文化と精神文化」と題する講演を行った。
そこで『関西学院新聞』部のインタビューに応じ、当時の社会宣教の一つである農村
伝道を始め、教育、経済、民族の悩みなどを含めた彼の社会活動について述べている。
その中で賀川は、自身の社会運動はキリスト教ではなく、キリスト運動であると強調
している 20。
　もう一つ、『毎日英字新聞』のベーツによる賀川の講演会について紹介すると、次
のようなものがある。
　「1940 年 11 月に彼（賀川）は私たちの大学で、『信仰の科学的なアプローチ』とい
う題目で講義を行った。そこで彼はイラストを通して数学、物理学、化学、結晶学、
そして規則正しく計画された宇宙の証拠としての植物学、すべての被造物の上と中に
ある超越的な知識の事実、真理と命と愛の霊としての一人の神などを語った。私は決
してどのような言語でもこれ以上に素晴らしく、説得力ある知識に基づいた信仰につ
いての言葉を聞いたことがない。」21
　ここまでは主に賀川が戦前に関西学院で行った講演会について紹介してきたが、彼
の講演会は戦前だけではない。賀川は戦前・戦後を通じて関西学院の求めに応じ、キ
リスト教の講演会 ( 講話 ) をしばしば行った。その影響は大きく、例えば 1955 年の
学事報告が伝えるように、彼のキリスト教講話を機会にキリスト教を学びたいという
学生が増え、受洗者が増えた 22。このような賀川による関西学院の活発な講演会の背
景には、院長であるベーツの影響があったことは容易に想像できるだろう。
19『関西学院新聞』、第 82 号 (1932 年 11 月 20 日 )、3 面を参照。
20  『関西学院新聞』、第 139 号 (1938 年 1 月 20 日 )、3 面を参照。
21  The Mainichi Daily News, January 3, 1961.
22『関西学院事典』、48 頁。
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３）神学部の支援（日曜学校、その他）
　賀川と共に活動していた一人である横山春一は、賀川が貧民窟生活の中で日曜学校
を始めた時の姿について次のように証言している。
　「昨年のクリスマスに、マヤス博士から貰った玩具を子供たちに分けてやって以来、
子供たちとよい友達になった。関西学院神学部の友人が日曜学校の應援をしてくれる
ので、二軒おいた西隣の、六畳の家もかりた。教会と日曜学校のために、もっぱらこ
の家を使うことにした。子供達は、賀川の家によく来た。賀川も子供たちの群れに入っ
て行った。」23
　また、春山は関西学院神学部の神学生たちが日曜学校を応援していた様子を次のよ
うに記している。
　「賀川のすすめで、日曜礼拝のほかに、日曜学校を開くことになった。日曜日は工
場が休みだから、騒々しい機械の音がしない。製本部の板場を教室に、折り台を机に
して、山室軍平の『平民の福音』を読むのであった。生徒は、はるとその姉妹のふみ
と、他に女工が四人であった。日曜学校がをはると、先生と生徒は一緒に関西学院の
森を歩いた。賀川は宗教的な情熱のほかに豊かな自然科学の知識を持っていた。森の
中に咲く花をみれば、花の色の進化を説明した。櫻を見れば、櫻に刺のあったことを
語った。空を流れる雲をみれば、雲の話といふやうに、それからそれへと知識の世界
を展開してみせた。こんなことから、賀川に対する尊敬の念が深まり、はるは、自分
の無知を恥ぢると同時に、はげしい知識欲と向上心が燃えだしてくるのを覚えた。」24
　このように賀川が働いていた貧民窟に、関西学院神学部の学生たちが日曜学校を応
援するために来たというのは、賀川の働きに共鳴した神学部が神学生たちを派遣した
と言えよう。また、その背後にはベーツの関与も否定出来ないであろう。　
　関西学院神学部の支援は日曜学校だけでなく、それ以外の様々な面において現れて
いる。神学部より派遣された神学生の中の一人徳憲義は 1923 年に渡米してから 2 年
後、賀川の母校プリンストン大学神学部において自身の処女作『生命の歩み』25 を記し、
その翌年発行することになるが、その本の「序」は賀川が書いたものである。その序
の中で、賀川は関西学院神学部からの応援について次のように証言している。
　「貧民窟では、毎年関西学院神学部から、應援者を迎へるのが恒例であった。その
年も、私は二人の新しき神学生を迎へた。それは私が貧民窟へ入ってから三年目の四
月であった。神戸の空は晴れ渡り、櫻が綻んで皆浮かれて居た。殊に原田の森は綠な
23  横山春一『賀川豊彦傳』、65 頁。
24  同上、82 頁。
25  徳憲義著『生命の歩み』、この書物の最初のところに著者である徳はこの本を「賀川大兄に捧ぐ」と
書き、賀川に対する尊敬の心を現している。
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す六甲の輝きをうけて、社会の嘆きを忘れるほど若い人の胸をとけさせて居た。さう
した中から、特に選ばれて、貧民窟に應援に来られた兄弟は殊勝な魂の持主であると
私は心から尊敬を捧げたのである。」26
　このように、賀川は貧民窟での活動を最初の頃から応援していた関西学院神学部や
その神学生たちに感謝しており、尊敬の意を表している。10 年以上も前のことにも
関わらず、徳だけでなく、その時応援に来た神学生たちの名前や特徴なども詳細に記
憶している。
　「最初別科から送られて来た、坂本、矢田、山中の三君は、日曜学校に専念して呉れた。
その中に、送られた今琉球那覇で働いて居る伊東平次君と、シャトルで働いて居る兄
弟とは、又一生懸命に日曜学校や路傍説教を手伝って呉れた。そして徳君と平野君と
が、第三年目に神戸の貧民窟に送られた人々であった。孤立無援の私には、その当時
の思ひ出が最も深い。坂本君の大きな聲、矢田君の静かな物語り、歌の上手な伊東君、
自分の家に貧乏な公卿華族が六人も寄留して居るといふ、雷の逃げ出す様な大聲の持
主の平野君、そして背の低い、色の黒い徳君、私は、関西学院から送って来られる神
学生の方々に、非常に面白い対照を發見して、皆が熱誠を込めて、私を授けてくれる
ことを心から感謝して居った。………友人といふものは廿歳前後に出来る友人が最も
親しいものと見えて、私は今も貧民窟を授けて呉れた此の神学生諸君に、心から感謝
と愛着をもって居る。」27
　勿論、関西学院神学部から派遣された神学生たちはここに挙げられている人々の他
にもいたであろう。ここでは、関西学院神学部から派遣され、その後も賀川と深い関
係を保っていた徳の体験談を聞いて見よう。
　「私は関西學院の神學部に入學した年の春、賀川兄のやって居られる日本第一の貧
民窟、葺合新川の日曜學校や路傍説教の應援に學校から派遣された事がある。田舎に
生まれ、田舎に育ち、ただ天下國家の救ひと云った様な、大きな夢をみてぼんやりと
神學校に入った。而して、神戸の様な大都會に往ったら必度立派な會堂で多くの信徒
とともに禮拜する事が出来るだらうと思ふてゐたら、私の派遣された處は、日本一否、
世界一のきたない新川の長屋の教會であった。……此時、心から生死を越えて、ただ
主の栄えの為め働き得る覚悟を得たいと思ふて、毎朝五時に起き、一時間づつ寄宿舎
の前の藪の中にもぐり込んで真剣に祈ったのである。斯くて私の祈りは三ヶ月続いた。
その三ヶ月目の或日曜日、教會の禮拜から帰り道に、丁度十二時〇五分であったが、
私は今迄味った事のない經驗を與えられた。恰も、火の玉の様なものが私の胸に一杯
26  同上、1 頁。
27  同上、1 － 4 頁。
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そそがれた様な気持がして、ぶったをれそうになった。而してやたらに嬉しくなって、
目からはしきりと涙が出て、口にはほほえみが浮び、足は宙に浮いてしまって、そこ
から寄宿舎迄、約二哩の道をどうして歩いたかわからない様にして、いつか知ら寄宿
舎に帰ってゐた。此時以来、祈りは聞かれると云う事や、傳道者としての確認等が與
へられてそれ以来、新川の傳道は樂しいものとなった。」28
　このような徳の体験談は、その当時関西学院の神学部から賀川の下に派遣された神
学生の一面を示しているものであろう。
　もう一つ、神学部の応援に関する証言を紹介しよう。賀川が新川での働きを始めた
1910 年頃から、賀川の同労者として多くの宗教・社会活動を助け、神戸における賀
川の社会活動の最大の支援者であり、後継者であった武内勝は晩年の口述記録におい
て次のように証言している。
　「＜ボランティア＞　神学校の応援を受けたことを申しましょう。関西学院の神学
生、ランバス女子神学校 29 の学生、こういった人たちが何人も応援に来て下さいま
した。今もその関西学院の神学生についてはよく覚えております。矢田文一郎という
人は、今は明石の愛老園という養老施設の園長をしておられます。徳憲義という人は
皆さんよくご存知の通り、教団の巡回伝道をしておられる人で東京にいらっしゃいま
す。伊藤平次という人は柔道が達者で、また歌が非常に上手な人でした。今は九州に
おられます。米倉次義、この人もよく路傍説教を手伝った人です。」30
　これまで述べて来たように、その当時、神学部から賀川の貧民窟に対する支援は日
曜学校を始めとする神学生たちの支援あるいはボランティアなどであったことは確か
であろう。ただし、賀川の貧民窟に対する神学部の応援がいつまで続いたのかは定か
ではない。しかし、少なくとも1912年頃から1925年までは確かに行われたと言えよう。
そして、神学部を通して賀川を支援し続けたベーツの存在も否定出来ないであろう。
４）『神学評論』（青山学院と関西学院の共同編集）の投稿について
　ここで紹介する『神学評論』は、第二世界大戦前の 1914 年 1 月 20 日に創刊され、
その後 1941 年 12 月 31 日に第 28 巻まで青山学院神学部と関西学院神学部が共同で発
行した研究誌である 31。
28  徳憲義著『歌ひつつ、祈りつつ』、新生堂、1930 年、119 － 121 頁。
29  これは 1888 年創立されたメソジスト派のランバス記念伝道女学校である。
30  武内勝 ( 口述 )・村山盛嗣 ( 編集 )『賀川豊彦とボランティア』( 新版 )、神戸新聞綜合出版センター、
2009 年、53 － 54 頁。この武内勝による口述は、1956 年 10 月－ 12 月にかけて神戸イエス団教会に
おいて行われたものである。
31  この『神学評論』は第 20 巻（1934 年 1 月 20 日）までは青山学院神学部と関西学院神学部が共同で
発行したが、その後は関西学院神学部が単独で発行することになる。
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　ベーツはこの『神学評論』に創刊号から活発に投稿していた。これに対し、賀川は
第 3 巻 2 号（1916 年発行）に岸波常蔵による賀川の著書『貧民心理の研究』の紹介
が掲載されたことから、次の第 4 巻（1917 年 10 月 30 日発行）から投稿が始まった。
ここで紹介したいのは、先に述べた神学部での講演会である。賀川は 1938 年 1 月 11
日から 2 日間にわたり関西学院神学部の講堂において、神学部主催の農村問題講演会
で講演した「農村文化と精神文化」を『神学評論』に掲載している 32。
　まず、賀川はウェスレーのルーツを持っているメソヂスト系の関西学院の神学生た
ちに当時のキリスト教の課題、特に農村問題に対して訴え、次のように語った。
　「抽象的な神學では無駄だ。生活を全的に神に捧げる時に、始めて人々が救はれる
のだ。日本のメソヂストはウェスレーを忘れてゐはしないか、ウェスレーの信仰日誌
を、メソヂストの人が誰も譯さないから私が譯した。私はウェスレーが好きだ。私は
十八の時、痔瘻で二週間寢たときウェスレーの傳記を讀んだ。ウェスレーは生活全体
を潔める運動をした。それで十九世紀が救はれたのだ。このことを忘れて日本のメソ
ヂストは、福音は經濟と違ふなどなど言ふ。私には理解が解らない。ホーリネスとい
ふのは意識全体の潔めだ。あらゆるものが潔められることが、本當のメソヂズムであ
る。誰かが『賀川さんは何派ですか』といふときに私はいふ。『私は新約派です。私
は神の優越性に就いてはカルビニスト、クリスチャンパーフェクションに於いてはメ
ソヂスト、平和論はクェーカー、兄弟愛はバプテスト、禮拜は監督教會です』と答へ
るのである。抑々イギリスの農民運動はメソヂストが始めたものである。メソヂスト
に Loveless といふ人がゐた。所が此の人に愛があった。彼が英國農民運動の最初の
人である。英國の勞働運動組織もメソヂストのプリーチャーであった。一体日本のメ
ソヂストは何處にゐると私は言ひたい。本來ウェスレーの運動は經濟を潔めたいとい
ふ運動ではなかったか。私はウェスレーの全体を受け容れる。然るに現在のメソヂス
トは熾烈な潔めに邁進する人が少いのである。潔めですぞ、諸君！私は、諸君がクリ
スチャンパーフェクションを持って欲しい。その上に土の潔めがあり、農村生活の潔
めがある。佛敎には潔めがない。キリスト敎は佛敎では考へられない潔めをもってゐ
る。」33
　　ここで賀川は、イギリスの農民運動を始めたのはメソヂストであり、そのメソヂ
ストの中心にあったウェスレーの運動こそ生活全体、社会、経済などを潔めたもので
あると主張する。賀川はウェスレーの全体を受け容れるが、とりわけ社会的な宣教に
32  賀川豊彦「農村文化と精神文化」『神学評論』関西学院神学部：神学評論社、1938 年、56 － 73 頁。
33  同上、59 － 60 頁。
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共感する 34。
　最後に、賀川はこの講演を次のように結んでいる。
　「結論として、如何にして、農村に入るべきかといふ問題の解決は、結局、十字架
の贖罪愛以外にはない。しかしそれは言葉ではなくして、力としてそれを提供するこ
とである。この精神は、どうしても、一粒の麥となって、倒れることにある。日本の
農村では、次男、三男は町へ出てしまふが、長男だけは残ってゐる。この長男の良き
友となって生命を捧げる者があるならば、日本農村はそれこそ世界で一番よいキリス
ト宗教の源泉となることを確信する。」35
　つまり、賀川によれば、農村の問題を始めこの社会のあらゆる課題の解決方法は、
キリストの贖罪の愛以外にはない、ということを明らかにしている。
　これまで、　ベーツと賀川との関係について、主に図書館通い、講演会、神学部の
支援、『神学評論』への投稿などを取り上げて来たが、関西学院と賀川との繋がりは、
前述したものだけではない。それ以外にも、賀川は 1955 年から 58 年まで関西学院の
理事であった。1957 年には理事として今田恵理事長に農学部設置案を提案するなど、
関西学院の総合学園化に一つの指針を提供し、彼のアイディアにより関西学院の分校
として 1947 年に小豆島農芸学園が設置された 36。関西学院におけるこのような賀川
の影響は、長年関西学院の院長として携わっていたベーツの存在があったからではな
いかと考えられる。
３．ベーツと賀川の交流について
　既に述べたように、ベーツと賀川の初めての出会いについては記録が残っていない。
しかし、関西学院を通してあらゆる面において携わっていたことは明らかであろう。
　ここでは、ベーツと賀川との具体的な交流ついていくつか紹介しよう。
　まず、ベーツは 1912 年に関西学院の新設の高等学部長となり、20 年には関西学院
第 4 代院長に就任している。ベーツは既に高等学部長の時に「私たちがマスターにな
ろうとする目的は、自分個人を富ますことでなく、社会に奉仕することにあります」
という関西学院のスクールモットー「Mastery for Service」を提唱したが、それは彼の
院長の就任と共に、自然に学院全体のスクールモットーになった 37。
34  これについては、筆者の論文「J. ウェスレーと賀川豊彦による社会宣教 ―『ジョン・ウェスレーの
信仰日誌』を手がかりに」を参照。
35  賀川豊彦「農村文化と精神文化」、73 頁。
36  『関西学院事典』、48 頁。
37  同上、418 － 419 頁。
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　前述したように、ベーツと賀川の交流が 1910 － 13 年の間に始まったと仮定するな
らば、ベーツが賀川の貧民窟での活動を見て「Mastery for Service」のヒントを得た可
能性もあり、賀川が「Mastery for Service」を基に後の社会宣教を行ったという可能性
もあると考えられる。どちらにせよ、社会宣教について近い考えを持つ二人が互いの
宣教活動に大きな影響を与えたということには間違いないであろう。
　次に、カナダ・メソヂスト教会の宣教師であったベーツは、メソジストの創始者で
あった 18 世紀のジョン・ウェスレーの『信仰日誌』の英字版を賀川に手渡している。
賀川と共に『ジョン・ウェスレー信仰日誌』を翻訳した黒田四郎は、次のように証言
している。
　「私が（賀川）先生のグループに参加した時 38、先生は直ちに『ジョン・ウェスレー
の信仰日誌』の翻訳を勧めた。ウェスレーは八十八歳で世を去るまで毎日丹念に日誌
を書き続けたので、その量は膨大なものである。ベーツという人がその一部を編集し
たものを私は二ヶ月かかって訳し、翌 1929 年に賀川先生との共訳で出版した。ウェ
スレーの日誌としては日本の最初の訳である」39。
　ここで黒田は、『ジョン・ウェスレー信仰日誌』の原書を翻訳できるように賀川に
手渡したのが C.J.L ベーツであると証言している。ベーツは賀川との親密な交わりが
あったので、彼に『ジョン・ウェスレー信仰日誌』の原書を渡したと推測できる。た
だし、ここで黒田は「ベーツという人がその一部を編集したもの」であると書いてあ
るが、実際に持って来たものはベーツが編集したものではなく、既に P.L. パーカーに
よって編集された The Heart of John Wesley’s Journal 40 であった。いずれせよ、賀川と
ベーツは共にウェスレーの思想に共感する同志であったことは間違いないであろう。
特に、「キリスト教が本質的に社会的な宗教であり、それを孤立した宗教に代えるこ
とは、それを破壊することに他ならない」41 というウェスレーの社会的な考え方に従
い、賀川も「今に至るも、ウェスレーの感化は社會運動の裡に残ってゐる」42 と告白
している。このようにベーツと賀川の交流の背後には、ウェスレーという存在があっ
たことは確かなことであろう。その後も、二人の交流を深めるのに、ウェスレーの思
想、特にキリスト者の社会的な奉仕あるいは宣教は大きな影響を与えることになる。
38  ここで言う賀川のグループとは「神の国」運動を指している。
39  黒田四郎『私の賀川豊彦研究』、キリスト新聞社、1984 年、129-130 頁。
40  Parker, Percy Livingston(ed.), The Heart of John Wesley’s Journal, New York : Eaton & mains, 1903.
41  Wesley. John, Albert C. Outler ed., The Works of John Wesley (vol.1-4 Sermons), Nashville : Abingdon, 
1984,p533.
42  ジョン・ウェスレー（著）・賀川豊彦、黒田四郎（訳）『ジョン・ウェスレー信仰日誌』)、教文館、
昭和四年 (1929 年 )、賀川が書いた序 2 項。これは主として黒田四郎が訳し、賀川が監修し共訳とい
う形で出版している。
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　もう一つ、ベーツと賀川との交流について紹介したいのは、ベーツが賀川との親密
な関係を 40 年以上保ってきた交流の中で、関西学院の名誉院長として賀川のノーベ
ル平和賞の推薦状を書いたことである。既に、賀川はノーベル賞の候補者として、ノー
ベル文学賞 2 年連続（1947、48 年）、ノーベル平和賞 3 年（1954、55、56）連続推薦
されたことがある 43。ベーツは賀川のノーベル平和賞受賞のため賀川が亡くなる直前
までアメリカやカナダの友達に手紙を送り、賀川が受賞できるよう様々な努力をする。
結局、賀川の死去により、ベーツが努力して来たノーベル平和賞の受賞は実を結ぶこ
とが出来なかった。しかし、ベーツは最後まで賀川の活動を評価し続けた人物の一人
であると言えよう。
４．賀川の死後とベーツの関わり：『毎日英字新聞』の投稿の内容を中心に
　賀川の死後、彼の生涯や活動について、ベーツが二回（1961 年 1 月 1 日、1 月 3 日）
に分けて『毎日英字新聞』に掲載した記事がある。そのタイトルは「私が知っている
最もチャレンジ精神に富む人物」（The Most Challenging Personality I Have Known）44 で
あり、40 年以上の長い付き合いの中、社会運動家あるいは平和主義者として賀川を
高く評価している。
　まず、1 回目の記事である 1961 年 1 月 1 日掲載分を中心に見て行こう。その新聞
の最初のところを見ると、ベーツは賀川について次のように紹介している。
　「彼（賀川）は生まれと文化的な遺産から日本人であったが、より正確に言うと、
世界市民（a citizen of the world）であった。聖パウロのごとく、彼の体の状態は弱かっ
たが、その話し様は決して卑しいものではなく、その世代の日本人演説家の中で最も
人気があり、力に溢れる一人であった。彼は私が知っている中で最もチャレンジング
精神に溢れ、他人に影響を与える人物として文字通り完璧に、山上の垂訓や他の新約
聖書の箇所に記されているナザレの人の教えを実践することを自分の人生の目標にし
ていた。」45
　つまり、ここでベーツは賀川が生まれは日本人であるが、世界市民として自分が知
る人々の中で最も挑戦的な精神を持ち、他人に多くの影響を与えるだけでなく、聖書
の中の使徒パウロのように、誰よりもイエスの教えに従った人物として紹介している
43  このような賀川のノーベル賞については、彼の貧民窟伝道が始まる時から 100 周年を迎える 2009 年
に「賀川豊彦献身 100 年記念実行委員会」が作られることになり、同じ年に賀川の功績を振り返っ
て見る意味なのか、キリスト教思想家であり、社会運動家として新聞にも掲載されている。2009 年
9 月 23 日（日）毎日新聞（賀川豊彦：ノーベル文学賞候補だった）。
44  The Mainichi Daily News, January 1, 1961.
45  Ibid.
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のである。
　このように賀川を紹介したベーツは、彼がその後キリスト者として社会運動あるい
は奉仕をすることになった動機について次のように記している。
　「彼の心は非常に明るく、また好奇心が強かった。その若さゆえの好奇心から賀川
は豊島市のアメリカ宣教師による英語聖書勉強会のグループに入った。そこで彼が出
会ったイエスの物語は、彼の暗雲たる心を貫く一筋の光であった。キリストのカルバ
リー上における十字架の物語を読んだ時、賀川は感情に圧倒された。『残酷な人間が
この男、イエスを迫害し、鞭を打ち、唾をかけたというのは本当なのか？』、『本当
だ』、『そして彼は十字架上に死にいく時、その者たちを赦したということは本当なの
か？』、『本当だ』、すると賀川は急に祈りはじめ、『おお神よ、どうか私をキリストの
ようにしてください』」。この祈りは彼の人生と働きにおいて強い動機となった。その
時からイエス・キリストは賀川の理想となり、模範となり、救い主となり、主となっ
た。キリストのようになるため、キリストのように生きるため、キリストのように伝
道するため、キリストのように奉仕するため、キリストのように苦しむため、キリス
トのように愛するため、まるでキリストが自分の霊的な力となったかのように、キリ
ストは彼の自己犠牲的な奉仕の生涯にわたる原動力となった。聖パウロのように彼は
こう言った。『キリストの愛が私に強いているのだ。』、また、彼はある時、私に次の
ように言った。『私は社会奉仕をするからクリスチャンなのではない。むしろ、私は
クリスチャンだから社会奉仕をするのだ。』」46　
　このように英語聖書勉強会によって出会ったイエスの物語は、賀川にとって、自分
の人生と未来の働きを決める動機となった。賀川がベーツに告白したように、彼は社
会奉仕をするからクリスチャンなのではなく、むしろクリスチャンだからこそ社会奉
仕をするのである。
　続けてベーツは、賀川が世界市民として当時世界的に大きな影響を与えていた人々
に繋がっていると語っている。
　「このダイナミックで聖なる人物の名前は賀川豊彦と言い、現代で最も影響力のあ
るキリスト者の一人である。彼は日本の聖フランシスと呼ばれ、彼の名前はその人生
のその人生の単純さと貧しい人々のための犠牲的な奉仕の故にガンディーやシュバイ
ツァーと連なる。」47
　次に、2 日後の 1961 年 1 月 3 日付『毎日英字新聞』でベーツは賀川との対話をこ
のように振り返っている。
46  Ibid.
47  Ibid., ガンディーとシュバイツァーとの連なることに関しては、注 4 の『三つのトランペットが鳴る』
という本を参照。
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　「彼（賀川）は若い頃、労働運動の煽動者として逮捕されたことがある。その後、
彼は平和主義者及び反戦争派の主犯として投獄される。1940 年 8 月 1 日、彼は軍隊
の警察に逮捕され、外務省の特別な介入により解放されるまで 19 日間、裁判もない
まま投獄されていた。ある時、賀川博士が戦前、成長する軍国主義に対して非常に正
直な発言をするのを聞いた。私は彼に言った。『あなたがそのような話をするなら、
刑務所に入れられることになるであろう』と。すると、彼は『それは素晴らしい』と
答えた。『その時、私は他の本を書くことが出来る』」48
　最後に、新聞投稿の終わりのところでベーツは賀川の最後の姿を次のように記して
いる。
　「1960 年 4 月 24 日 49、この偉大なる神の僕は自らの重荷を下ろした。1959 年 10 月
に彼を訪問したことは計り知れないほどの特権（privilege）であったが、その時、彼
は死の淵にいることが分かった。彼は『私と共に祈ってください』と言った。彼が亡
くなった日、彼は日本で長い間キリストのために働いた同僚、2,3 人の友達を呼び、
賀川と彼らは共に日本のため、そして世界の平和のために祈った。その後、彼の魂は
自由になった。葬式は彼の教会で行われ、併設された庭に多くの人々が立つほど込
み合っていた。数日後、東京の青山学院大学で追悼式が行われた。その場には社会
のすべての階級、そしてすべての教会を代表する 3,500 人にも及ぶ人々が集まってい
た。天皇は彼の社会的、宗教的な功労に対し、勲章を与え、家族には金一封を送った。
1000 通近くのお悔やみの手紙と電報を日本だけでなく、他の多くの国から彼の性格
と説教の素晴らしさを認識していた個人的な友達や教会を代表する人々、そして他の
組織（団体）から受け取った。その当時、彼の死は平和や自由運動を推進する者たち
にとっては大きな損失であった。」50
　この英字新聞を通してベーツは賀川との個人的な関係を含め、40 年以上の親密な
関係について回想している。つまり、二人の関係は人間的な関係を乗り越え、キリス
ト者として神に用いられるために過ごした生涯であったと言えよう。
終わりに
　これまで、カナダ・メソヂスト教会の宣教師であり、関西学院の第４代院長であっ
た C.J.L. ベーツと日本キリスト教の代表的な社会運動家であり、伝道者としてよく知
48  The Mainichi Daily News, January 3, 1961.
49  実際に、賀川が亡くなったのは 4 月 23 日午後 9 時 13 分であったが、ベーツはここで 4 月 24 日と記
している。
50  The Mainichi Daily News, January 3, 1961.
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られている賀川豊彦との関係について考察してきた。二人は、生まれた時や場所、活
躍した分野こそ違ったが、日本において宣教、特に社会宣教のための良きパートナー
であり、同労者であったと言えよう。
　C.J.L. ベーツと賀川豊彦の関係について要約すると、次のようにまとめることがで
きる。
　第１に、ベーツと賀川、二人の最初の出会いは、ベーツが関西学院に赴任した
1910 年頃、賀川が 20 代の前半の頃、関西学院の講堂において講演会を行った頃、と
考えられる。具体的に言うと、1910 年から賀川が留学のためアメリカに出発する
1913 年の間であると言える。
　第 2 に、ベーツと賀川の関係の媒介になったのは、最初は賀川の関西学院の図書館
通いであり、その後賀川が関西学院で行った講演会、賀川の様々な宣教活動、特に貧
民窟での宣教に対する神学部の支援及び奉仕活動、そして当時青山学院と関西学院
の共同編集により発行されていた『神学評論』への投稿などである。このように関
西学院を通して二人は良き交わりを持ち、特に 1959 年頃ベーツによって書かれた賀
川のためのノーベル平和賞の推薦文や 1961 年の『毎日英字新聞』へ投稿は、個人的
な出会いを乗り越え、40 年以上の賀川との付き合いの中で、これまで世界平和や人権、
世界伝道のために貢献して来た賀川に対する最高のプレゼントであると言えよう。
　第 3 に、ベーツによって提唱された関西学院のスクールモットーで “Mastery for 
Service” は、ベーツと賀川の社会宣教の基軸となる考え方であり、後に二人が行った
社会宣教活動に深い影響を与えたことは間違いない。そして、その背後には社会宣
教のパイオニア的な役割を 18 世紀のイギリスで果たしていた J. ウェスレーの存在が
あったことは紛れもない事実である。
　現在、日本においてキリスト教系の社会福祉活動はよく見られるが、社会宣教活
動においてはどうだろうか。宗教色が強い活動は、無宗教者が多い日本において受
け入れられないと諦め、社会宣教を疎かにしているのではないだろうか。「クリスチャ
ンだからこそ社会奉仕を行う」という賀川の言葉にもあるように、キリスト教的思想
を基に社会奉仕を行うことが私たちキリスト者に求められているのではなかろうか。
ウェスレーからベーツや賀川に受け継がれてきた社会宣教の意味について私たちは
再び考える必要があるのではなかろうか。
